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応募資格：建築教育課程のある工業高校、高等学校、工業高等専門学校
　　　　 （ただし、3年生までとします）を対象とし、教員が監督、
               同校在学生を選手としたチーム編成での応募とします。
提 出 先：学校所在地の建築士会
締　　切：2023年9月末日
結果発表：2023年12月下旬（予定）
表 彰 式：2024年1月頃に優勝校で執行（予定）
　　　　　審査委員長より表彰状、賞金の授与並びに
　　　　　講評、講演と併せて行います。

建築甲子園全国選手権大会審査委員会
審査委員長：堀 啓二（共立女子大学教授）
審 査 委 員：教育・事業本委員会委員長
 青年委員会委員長
 女性委員会委員長
 まちづくり委員会委員長
後　　　援：公益社団法人全国工業高等学校長協会（予定）、
 国土交通省（予定）
協 賛 企 業：株式会社 総合資格 ＜ 総合資格学院 ＞
 ステッドラー日本 株式会社

入賞及び賞金
　①優勝１点　　　　　　　　　　  10万円
　②準優勝１点 ７万円
　③審査委員長特別賞 ３万円
　④教育・事業本委員長特別賞、
　　青年委員長特別賞、
　　女性委員長特別賞、
　　まちづくり委員長特別賞 各２万円
　⑤入賞（①、②を除く） ３万円
　⑥奨励賞（全国選手権出場全校） １万円
各賞に応じて賞状を監督、選手全員に贈ります。
賞金を受賞チームへ贈ります。
※「建築甲子園」は、公益社団法人全国工業高等学校長協会の
   「ジュニアマイスター制度認定プログラム」です。

応募要領の詳細は、日本建築士会連合会のホームページからご覧ください。 http://www.kenchikushikai.or.jp/

2023年
第14回

2023建築甲子園参加の生徒の皆様、初めまして。本年度から
このコンペの審査委員長を務めることになりました共立女子大
学の堀です。私は共立女子大学で後進の指導にあたりながら
設計活動を40年余り続けています。一貫して設計してきた建
築のテーマは「まちに馴染む居心地の良い場の創出」です。
　まちは環境と読み替えても良いかもしれません。建築は必ず
ある環境の中に建ちます。一度建つと少なくとも100年は存在
し、まちの環境をつくります。なので、まちの環境を読み解き、
街並みを継承し活性化していく役目を果たす必要があります。
まちに馴染む建築が必要です。そのためにはひとりひとりが「ま
ち」をつくっていく一員であるということを自覚する必要があります。
　環境の時代、建築は使い続けなければいけません。建築は
人がそこで生活・活動して初めて生きた空間になります。そのた
めには使いやすく居心地の良い場が必要です。ライフスタイル
の変化やライフステージの変遷、そして現在の先行きが不透
明な現代に対応できなければなりません。使い続けるためのさ
まざまな変化に対応できるフレキシブルな建築を考えなければ
なりません。
　建築の設計とは解答のない作業の中から一つの解答を見
つけることです。建築には人が関わります。人が関わるということ
は十人十色というように10人いれば10通りのそれぞれの考え

方使い方、暮らし方感じ方があり、10通りの案があるはずです。
しかし建築は一つしかつくれません。さまざまな解答の中から
自分の経験をもとに一つの解答を導く必要があります。そのた
めにはさまざまな調査、分析と考え続けることが必要です。
　今回提出された作品には、空間はあるもののリアリティが感
じられない作品が多く見られました。自分たちが考えた空間にリ
アリティを持たせるには、これらを基本にどのような生活や活動
が行われるかを想像することが重要です。ぜひこれらのことを
考え続け設計をしてください。
　また、設計はやり続けるモチベーションが必要です。最後に
次の言葉を送ります。
「才能というのはね、能力のことじゃないんだ。どうしてもやめら
れない性格のことなんだ。」
　日本語学者・金田一秀穂さんは、研究者の道に進もうかと
迷っている大学4年生の時、卒業論文の指導教授である小木
貞孝教授に「研究者に向いているでしょうか。才能あるでしょう
か」と尋ねました。小木教授は「わからない……」と言ってから、
そもそも、そういう問題ではないのだと、この言葉で説明された。
好きだからそれに熱中して取り組む。気づいたら、何かになって
いる。何かを成し遂げている。そういったことなのかもしれません。
　ぜひ建築を好きになってやり続けてください。
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